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日
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画
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・

綿
合
枇
曾
撃
概
念

財
産
生
命
保
険

聾

抱
脇

最
近
の
諸
国
幣
制
改
革
の
傾
向

美
濃
圃
騒
擾
史
・
.

大
阪
鵡
替
曾
祉
の
業
務

指

雑

銀

東
京
市
財
政
十
年
計
童
・

(禁

鞠

戦

法

串

博

士

神

戸

正

雄

文
明
博
士
米
凹
庄
太
郎

小

島

昌

太

郎

粧抽何回中博士

開
持
四
干
上

組
日
間
四
了
」
黒 島

本

画虫

正

巌

組
済
問
中
上
菅
野
相
太
郎

担
済
町
下
士

組岨問刷明士

谷

口

安

田

蓄
量
ゴ
沙
見

吉

彦

井

活

ワ
1
グ
マ
ン
教
授
の
「
景
試
塑
動
論
」

通
貨
王
義
ご
リ
カ

1
ド
の
貨
幣
論
・
-
組
憐
棋
士
有

地
方
費
に
封
す
る
囲
庫
補
助

フロ

七

三

郎



米
京
市
財
政
十
年
計
輩

汐

見

東
京
市
は
凶
京
大
岳
民
災
心
結
民
、
多
大
白
訓
告
在
記
り

第
二
十
八
住

第
三
観

四

" 

-
L
-

E
J
F
 

時
は
共
白
抜
伎
を
併
は
れ
つ
h
あ
っ
た
が
、
凶
民
及
び
市
民
の

い
労
力
の
結
果
、
今
十
誕
生
白
道
を
た
ど
り
つ
込
あ
る
の
は
謀
ば

し
い
端
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
附
京
大
髭
災
は
東
京
市
内
凡
て
の

方
山
に
泌
ム
ベ
吉
影
川
世
主
典
へ
た
の
で
め
る
。
内
刊
に
東
京
市
内

川
刑
政
は
他
の
大
都
市
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
非
常
た
る
窮
地
を
刊

げ
て
ゐ
る
。
従
て
東
京
市

ω問
凶
は
各
方
耐
に
繊
は
っ
て
ゐ
る

が

特

ι東
京
市
川
政
白
改
革
が
、
東
京
市

ιル
」
り
必
要
欠
〈

べ
か
ら
ざ
る
例
制
と
た
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

古
来
市
長
は

共
の
就
任
以
来
、
東
京
市
政
の
各
方
叫
に
改

北
干
の
乎
主
加
ム
ベ
く
強
制
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
制

に
財
政
方
耐
に
つ
い
て
は
共
の
乎
腕
を
則
的
刊
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
叫
に
財
治
局
在
設
け
T
局
長
を
叫
任
し
、
収
納
税
査
新
設

自11

一
し
て
財
政
機
闘
の
組
織
を
止
与
の
へ
た
る
が
加
古
、
凡
℃
則
政

一
第
一
主
訟
の
或
現
た
り
ル
三
一
円
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
似
し
昨
年
度
は

一
就
任
平

L7と
て
皆
川
ん
的
心
強
算
の
制
成
を
以
て
蹴
見
せ
ざ
る
を

↑
仰
な
か
っ
た
の

E
あ
る
が
、
今
年
に
入
り
比
較
的
永
久
性
を
布

ず
る
財
政
計
珪
を
帥
開
立
す
る
事
占
伝
っ
た
の
で
あ
る
。
市
山
市
市

民
及
び
今
村
財
務
局
長
山
手
に
な
る
東
京
市
川
政
十
年
計
型
が



邸
ち
之
で
あ
る
。
此
の
大
計
茸
を
紹
介
す
る
に
先
だ
ち
、
東
京

市
白
財
政
の
現
欣
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
東
京
市
の
財
政
は
普

通
経
消
と
特
別
経
掛
占
よ
り
な
る
。
特
別
経
掛
の
主
な
る
も
の

は
水
道
艇
済
占
電
気
軌
道
経
済
企
電
気
供
給
経
済
主
乗
合
自
動

車
経
済
企
の
四
つ
で
あ
る
が
、
品
問
共
の
外
民
公
衆
食
堂
・
質
屋
・

雌
河
川
賃
金
立
替
及
就
職
放
費
貸
付
資
金
・
公
依
償
還
金
・
職
員
貸

付
金
・
火
災
共
掛
金
・
用
品
及
ヱ
h

・
復
興
建
築
貸
付
賞
金
・
土
地

直
劃
盤
瑚
清
算
金
・
養
育
院
・
高
速
鱗
道
事
業
・
電
気
研
究
川
・
市

指
摘
事
業
誠
償
金
・
電
気
事
業
ヱ
場
勘
定
及
貯
臓
物
品
の
十
四
の

特
別
料
持
主
教
へ
る
の
で
あ
る
。
東
京
市
政
調
発
曾
の
計
算
に

金
、
繰
越
金

E
除
き
た
る
純
計
正
於
て
議
入
は
二
億
七
千
八
百

五
十
寓
凶
、
議
向
は
二
億
八
千
九
十
三
高
岡
忙
上
っ
て
ゐ
る
。

相
営
瓦
額
の
金
舗
な
b
'
k
一
司
闘
は
ね
ば
た
ら
ぬ
。
而
も
震
災
の
後

を
う
け
、
結
費
は
徒
ら
佐
膨
脹
し
、
他
方
市
民
負
推
力
は
根
本

的
に
破
壊
せ
ら
れ
た
る
が
故
に
、
此
の

E
額
の
歳
入
歳
川
を
擁

ず
る
事
は
反
っ
て
財
政
の
窮
乏
せ
る
事
を
反
誼
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
o

誌
に
東
京
市
財
政
O
根
本
的
整
理
方
策
を
確
立
す
る
必

雑

鍛

東
京
市
財
政
十
年
計
量

要
を
生
じ
た
白
で
あ
る
。
か
白
昭
和
三
年
十
二
月
末
に
樹
立
世

ら
れ
し
財
政
十
年
計
重
た
る
も
の
は
、
此
の
要
求
を
渦
足
す
ベ

〈
生
れ
た
の
で
あ
る
。

東
京
市
財
政
十
年
計
費
は
背
通
経
済
企
水
道
経
済
企
電
気
軌

越
経
演
と
電
気
供
給
翻
済
企
乗
合
自
動
車
組
掛
占
の
五
つ
に
分

れ
て
ゐ
る
o

E

K
に
は
専
ら
普
趣
粧
済
に
つ
き
訟
明
を
加
へ

る。
東
京
市
の
現
賓
の
財
政
主
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
軍
事
た
Z

問
題
は
震
災
復
興
事
業
の
財
源
た
る
国
庫
預
金
部
借
入
金
並
ぴ

に
公
艇
で
あ
る
。
共
の
利
子
支
梯
ひ
に
つ
い
て
は
昭
和
三
年
度

分
ま
で
は
政
府
の
補
給
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
復
興
事
業
の
完

成
す
る
と
共
に
昭
和
問
年
よ
り
は
利
子
制
給
が
打
ち
切
ら
れ
る

事
と
・
泣
つ

τゐ
日
。
然
し
と
れ
で
は
東
京
市
の
財
政
は
到
底
立

ち
行
か
た
い
か
ら
、
今
後
d
h
引
続
音
政
府
内
補
給
を
受
〈
る
事

主
し
て
財
政
計
室
主
立
て
た
り
で
あ
る
。

復
興
復
奮
に
要
ず
る
市
債
の
利
子
支
梯
は
従
前
通
b
政
府
に

〉

】

仰
ぐ
L

と
し
て
も
.
一
歳
入
欠
陥
の
締
損
、
二
既
定
市
街
費
の
棺

(

(

-

第
一
十
λ
を

四

丸

五

第

三

統

一

回

士



第
一
ニ
、
経
費
の
一
般
的
増
加
の
原
因
と
し
て
は
、
他
の
都
市

主
同
じ
く
1
時
勢
の
進
運
に
伴
ム
粧
品
耳
の
楠
加
占
包
囲
家
事
務

一
を
市
町
村
叉
は
共
の
理
事
機
闘
に
委
任
す
る
に
よ
る
経
費
の
均

一
加
止
を
皐
げ
る
事

Hbm令
。
。
然
ー
し
東
京
市
樹
特
心
事
情
と
し

一
て
位
、

8
復
興
復
習
事
業
の
完
成
の
結
某
止
し
て
、
市
が
負
抱

一
す
べ
き
終
常
費
が
増
加
す
る
事

E
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
筑
間
に
新
規
事
業
の
矯
め
に
す
る
市
償
費
の
地
加
を
数
へ
ね

凶
町
一
仰
助
金
の
前
波
し
を
受
〈
る
母
、
あ
ら
ゆ
る
便
宜
的
手
段
一
ば
左
ら
ぬ
o

新
規
事
業
主
し
て
皐
ぐ
ベ
曹
は
、
い
路
凶
改
良
事

を
講
じ
た
る
結
果
で
あ
る
o

然
る
に
事
情
の
塑
更
は
か
h

る
鶴
一
業
、
伊
東
京
都
市
計
輩
第
=
扇
下
水
道
改
良
事
業
、
作
東
京
都

一

市

計

書

官

築

裏

付

江

戸

川

J
事
業
、
何
事
池
唯

一
築
事
業
、

6
第
」
朋
枝
川
改
修
事
業
、

7
屠
場
建
築
事
業
、

8

草加
の(三〉
ま由経雑
加費
等白
"b; --
h ~íえ府
る的 3
か』草活
ら眼財

政
斜(Vq)十
費新年

言t
の規世
膨事且
脹業
はの
謎:m
けめ
車位 tc. 
きすー
勢る
ひ市

主主

主
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
一
の
哉
入
欠
陥
制
は
昭
和
三
年
ま
で
に
千
七
百
寓
闘
に
詮

し
て
ゐ
る
o

歳
入
欠
陥
あ
る
広
拘
ら
十
、
現
金
支
山
を
縦
続
し

得
た
の
は
、
会
時
間
及
び
借
入
金
に
於
て
事
業
由
貿
の
支
山
科
度
以

叉
は
仙
縦
掛
J
り
糾
替
借
を
丘

L
、
或
仕

上
山
一
収
入
を
制
h

少、

磁
的
方
法
の
永
縦
を
ゆ
る
さ
守
、
廿
唱
に
根
本
的
補
頃
方
法
を
必

製
ー
と
す
る
L

至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
既
定
市
依
費
は
年
々
一
増
加
し
て
昭
和
二
年
度
の
六
百

高
間
よ
り
昭
和
三
括
皮
の
千
川
百
高
岡
・
と
な
り
、

昭
和
八
年
度

に
は
二
千
百
首
凶
主
一
耳
ム
最
高
額
を
示
し
て
ゐ
る
。
勿
論
既
定

市
償
費
の
全
部
は
東
京
市
の
負
指
し
得
る
所
で
た
く
、
引
前
回
吉

政
府
の
初
給
を
仰
ぎ
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
れ
ど
も
公
募
債

の
元
金
の
償
還
は
如
何
陀
考
へ
て
も
而
費
を
以
て
支
緋
す
る
事

晴
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
十
λ
巷

第
三
班

一四
λ

四
九
六

)
 

此
等
の
経
費

E
支
排
す
る
鴛
め
の
針
策
主
し
て
は
、
一
既
定

(
 

〉

経
費
白
緊
縮
節
約

E-な
す
事
、
一
一
税
外
股
入
の
増
加
を
閣
る

(
 

〉

事
、
=
一
市
税
の
増
収
を
闘
る
事
が
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
旬
。
。

〈
第
て
既
定
経
費
の
岡
市
縮
は
此
の
際
徹
底
的
に
断
行
し
、
人

件
費
及
び
物
件
費
に
渡
り
、
約
四
百
寓
困
を
捻
出
す
る
の
で
あ

る。
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第
一
一
、
税
外
収
入
止
し
て
は
私
有
地
の
賃
貸
料
を
引
上
ぐ
る

事
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
年
度
に
十
七
寓
闘
を
得
・
共
の
一
後
漸
次

増
加
し
て
十
年
目
に
は
百
五
十
高
闘
を
増
徴
す
る
事
主
左
っ
て

ゐ
る
。第

三
は
市
税
の
増
微
で
め
っ
て
、
増
税
新
枕
の
方
法
に

J
h

六
百
十
寓
闘
を
仰
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
鮪
は
第
一
一
一
明
に

骨
組
制

済水
道
抑
制

出電
目
前
軌

道
組
蹄

雑

録

成
京
市
財
政
十
年
計
聾

於
て
詳
越
す
る
。

以
上
背
油
組
消
に
制
す
る
設
明
主
加
へ
た
の
で
あ
る
が
、
水

道
経
消
・
電
気
軌
道
経
済
・
信
指
摘
供
給
経
消
・
中
市
合
自
動
車
総
怖

に
つ
い
て
も
そ
れ
メ
¥
十
年
計
調
が
樹
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此

山
崎
各
純
情
に
閥

る
昭
和
四
年
度
以
降
収
支
概
剖
去
を
事
ぐ
れ

ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。

第
二
十

λ
を

四
丸
七

2存

続

四
フL



雑
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東
京
市
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政
十
年
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暗
躍

A
H
自

動
車
艇

府
間

以
上
、
東
京
市
財
政
十
年
計
泣
を
特
通
経
済
在
中
心
と
し
特

別
経
済
の
犬
慨
に
わ
た
り
説
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
訟
に
は
特

に
市
税
の
堆
微
に
よ
る
歳
入
の
崎
加
の
方
阿
K
問
問
団
を
限
局
し

て
研
究
主
魁
め
る
。
川
品
ム
忙
市
税
の
培
微
は
経
常
収
入
白
増
加

を
到
す
が
放
に
東
京
市
に
と
っ
て
は
好
財
源
で
あ
り
、
加
ム
一
也

に
市
枕
の
増
徴
は
負
揚
力
の
鮎
忙
於
て
市
民
の
利
害
に
甚
大
な

仰
れ
の
献
よ
り
見
て
も

る
影
抑
制
江
主
興
ふ
る
も
の
で
あ
る
か
ら

詳
細
な
る
研
究
を
必
製
ル
」

t
る
か
ら
で
あ
る
。

市
税
の
増
徴
は
こ
う
に
分
れ
る
。
一
は
市
税
そ
れ
自
身
を
増

徴
す
る
事
で
あ
り
、
他
は
徴
税
専
務
の
制
新
に
土
り
間
接
に
市

税
白
地
微
を
は
か
る
白
で
あ
る
。

徴
枕
事
務
の
刷
新
を
は
か
る
事
に
上
っ
て
約
二
十
五
高
岡
白

地
収
が
浮
ん
で
来
る
見
込
を
立
て
込
ゐ
る
ω
町
九
徴
税
専
務
を

市
長
の
直
棋
に
属
せ
し
め
以
て
市
読
の
徴
税
事
務
の
能
率
b
k
培

進
し
共
結
果
ー
と
し
て
納
税
の
成
績
を
良
好
た
ら
し
め
ん
と
す
る

の
で
あ
る
。

市
税
そ
れ
自
身
を
増
徴
す
る
事
は
、
更
に
分
れ
て
、
従
来
よ
り

存
在
し
て
ゐ
る
沓
税
の
税
率
を
高
め
る
方
法
主
新
税
を
起
す
方

法
占
白
二
つ
主
た
る
の
で
あ
る
。
但
L
府
麻
偉
業
税
附
加
殺
に



う
い
て
は
反
っ
て
減
税
を
加
ふ
る
事
止
な
う
て
ゐ
る
か
ら
、
市

税
の
埼
微
に
関
連
し
て
此
鮎
を
も
考
底
す
る
必
嬰
が
あ
る
。
笛

来
の
租
税
の
税
率
主
同
め
る
事
一
は
、
附
加
税
ー
と
特
別
税
・
と
の
何
一

方
一
闘
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
附
加
税
に
於
け
る
増
税
止
し
て
は
1
-
-

1附
加
税
、
川
替
業
主
税
附
加
税
、
川
所
得
税
附
加
税
汁
一

日
門
家
屋
税
附
加
税
不
均
一
蹴
訴
を
あ

P
ベ
〈
、
特
別
税
に
於
け
-

る
増
税
・
と
し
て
此
川
特
別
税
不
動
産
取
得
税
、
川
特
別
税
特
別
一

泊
費
税
を
共
例
止
す
る
事
が
向
山
県
る
o

新
一
枚
と

L
て
は
り
借
地
一

椴
税
、

g
借
地
機
取
得
税
、
町
商
品
切
手
遊
行
税
の
三
税
が
捧
一

ば
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
増
税
、
減
税
、
新
叫
闘
が
如
何
一

た
る
税
率
を
有
L
、
又
幾
何
の
額
そ
費
す
か
に
つ
昔
、
東
京
市

財
務
首
局
の
計
算
す
る
所
を
変
不
す
れ
ば
決
の
如
〈
で
あ
る
。

場

ぬ
氾

ヨ
4

-
地
租
附
加
給

噌
串
宅
地
租
本
紘
一
醐
品
付
四
十
六
銭
六
厘
ヲ
七
+
五

鈍
t
ス

其
ノ
他
同
九
十
二
一
銭
ヲ
一
間
亙
十
九
鈍
λ
国
ト
ス

靖
則
額
六
十
高
岡

鵬
首
隷
牧
盆
踊
附
加
積

一雑

録

東
京
市
酎
政
十
年
計
盛

仙

唱

曲

宇

世
明
徴
甑

本
程
一
同
-
一
付
七
十
式
銭
ヲ

λ
卜
六
銭
ト
ス

五
十
九
高
力
千
闘

所
得
碕
附
加
積

物
串
本
枇
-
岡
田
-
刊
十
四
鈍
ヲ
十
七
銭
ト
丸

柄
徴
額
九
十
一
高
岡

家
昼
間
附
加
暗
不
均
一
賦
課

暗
唱
建
物
賃
貸
倒
怖
十
前
向
岡
ヲ
組
ユ
ル
毛
ノ
-
封
レ
現

在
本
柑
百
八
万
ノ
三
百
九
叫
M
R
ユ
民
一
一
超
過
累
誕
ノ

方
怯
ζ

値
リ
百
分
ノ
百
乃
理
百
分
ノ
入
百
塩
ヲ
噌

謀
ス

相
徴
翻
六
十
二
高
間

特
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続
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産
取
樟
抵

相
串
物
件
時
個
，
宵
分
ノ
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ヲ
百
分
ノ
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Eト
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楠
徴
額
六
十
九
高
千
周

特
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樹
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時
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披
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分

ノ

凡

ト
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其
J

他
百
分
ノ
十
ニ
ト
ス

靖
徴
額
五
十
五
高
五
千
闘

以
上
帯
徴
額
合
計
三
百
九
十
士
高
五
千
削

減

税
府
精
普
諜
柑
附
加
松

岡
精
密
撲
枕
盆
積
附
加
砥
-
P
J
榔
衡
よ
叫
在
鴎
串
本
積
一
岡
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東
京
市
財
政
十
年
計
壷

品
付
一
岡
E
十
銭
ヲ
一
岡
田
十
軍
鈍
晶
引
下
ク

棟
続
顧
問
高
大
千
回

蹴

松-
借
地
描
枕

訴
時
様
車
借
地
制
周
倒
椅

輯

申

百

分

ノ

=

一

積

餌

百

A
十
-
高
五
千
回

ニ
借
地
織
雁
得
崎

関
枇
標
軸
中
借
地
樺
倒
船

積

申

百

分

ノ

一

・

五

脆

刷

エ

+

町

高

間

三
商
品
制
手
号
付
税

鵠
桔
楳
捕
前
品
制
手
設
行
高

橋

申

千

分

ノ

五

免

抵

誌
i

費
行
高
一
筒
月
千
闘
未
満

税

制

+

高

四

千

回

以
よ
調
荷
額
A

甘
酢
ニ
百
十
七
高
九
千
刷

以
よ
聾
引
市
税
増
雌
合
計
穴
百
十
寓
A
千
圃

財
政
の
窮
乏
を
約
六
百
寓
闘
の
粧
品
百
枚
入
の
増
枇
に
で
楠
は
ん

第
二
十
八
巻

査。。

第
三
挽

五

k
ず
る
白
M
F
市
税
改
正
白
眼
目
k
ず
る
所
で
る
る
。

簡
単
な
が
ら
、
東
京
市
財
政
+
年
計
壷
を
紹
介
す
る
在
、
以

上
の
如
〈
で
あ
る
。
思
ふ
に
東
京
市
白
財
政
計
査
な
る
も
の

除
、
犬
都
市
の
財
政
特
に
帝
都
の
財
政
た
る
事
に
よ
っ
て
そ
れ

の
財
政
・
と
も
附
rz接
た
る
聞
係
宜
保
っ
て
ゐ

zo
故
陀
東
京
市
朗

政
計
議
主
批
判
す
る
に
首
つ
で
も
各
方
面
忙
及
府
す
影
響
を
考

山
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
輪
、
本
計
謹
『
到
し
で
は
立
場
の
具
る

陀
従
ひ
賛
否
の
意
見
が
A
A
れ
る
諦
で
あ
る
。
現
に
最
近
に
於
て

市
梨
市
長
の
僻
帥
酬
に
上
り
此
大
計
置
の
賞
現
性
が
稀
誠
k
k
hり

つ
ミ
あ
る
事
は
否
定
し
難
者
事
寅
で
あ
る
。
然
し
本
計
査
は
市

来
市
長
及
び
今
村
財
務
局
長
の
如
き
財
政
の
専
門
家
の
乎
に
な

る
苦
心
の
産
物
な
る
が
故
に
、
必
や
や
将
来
に
於
て
東
京
市
及

び
共
他
大
都
市
白
財
政
計
壷
を
樹
立
す
る
際
に
有
力
た
る
指
針

を
拠
へ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
闘
は
く
は

財
政
の
専
門
家

に
よ
っ
て
拠
出
せ
ら
れ
た
る
此
問
題
を
如
何
に
か
し
て
平
〈
解

決
し
た
い
も
り
で
あ
る
。


